
 

第 １学 年  英 語 科  学 習 指 導 案  
                  
                                                             
                                  

 
  
１  単 元  Program５   「由紀，シアトルに行く。」〈Sunshine English Course１〉 
 
２  指 導 観  
 ○  平 成 ２ ３ 年 度 よ り 実 施 さ れ る 小 学 校 の 新 学 習 指 導 要 領 で は ， 外 国 語 活 動 は ， 英 語 教

育 と し て 正 式 に 位 置 づ け ら れ る こ と が 決 定 し て い る 。 小 学 校 の 外 国 語 活 動 は 「 コ ミ ュ
ニ ケ ー シ ョ ン 能 力 の 育 成 」に 重 点 が 置 か れ ，４ 技 能 の 中 の「 聞 く こ と 」と「 話 す こ と 」
が 中 心 と な る 。 こ れ は 英 語 教 育 が 英 文 法 の 理 解 と い う 「 教 科 」 の 一 面 と ， 外 国 人 と の
コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 手 段 と い う 「 言 語 」 の 一 面 を 併 せ も つ こ と か ら も ， 先 に 「 言 語
面 」 を 指 導 し た ほ う が ， 子 ど も の 「 英 語 」 へ の 興 味 ・ 関 心 の 育 成 に 有 益 で あ る と 考 え
ら れ る か ら で あ る 。 一 方 ， 中 学 校 で は 「 書 く こ と 」 と 「 読 む こ と 」 を 加 え た ４ 技 能 を
授 業 の 中 で バ ラ ン ス よ く 取 り 入 れ て 指 導 す る こ と が 必 要 で あ る 。 こ れ は 高 校 英 語 に 繋
げ る と い う 点 か ら も 大 切 で あ る 。 ま た ， 生 徒 達 が 将 来 実 社 会 で 使 う べ き 英 語 力 の 育 成
に も 結 び つ く と 考 え る 。  

本 単 元 で は ， 主 人 公 で あ る 由 紀 の 初 め て の ア メ リ カ 旅 行 が 題 材 に 使 わ れ て い る 。 本
格 的 に 英 語 学 習 を 始 め て 数 カ 月 た っ た 由 紀 が ， 夏 休 み を 利 用 し て ， シ ア ト ル に 住 ん で
い る マ リ お ば さ ん に 会 い に い く た め に 初 め て 飛 行 機 に 乗 り ， タ コ マ 空 港 で お ば さ ん の
出 迎 え を 受 け る 内 容 で あ る 。 シ ア ト ル に は イ チ ロ ー 選 手 が 在 籍 し て い る 大 リ ー グ 球 団
で あ る マ リ ナ ー ズ が あ る 。 ま た ， ホ ー ク ス 出 身 の 城 島 捕 手 も 昨 シ ー ズ ン ま で 所 属 し て
い た こ と も あ り ， 生 徒 達 に も 馴 染 み 深 い 都 市 で あ る 。 言 語 材 料 と し て は ， 命 令 文 や 疑
問 詞 の w h i c h や w h e r e を 利 用 し て 相 手 に 積 極 的 に 話 し か け る 方 法 を 学 習 し て い く 。  

○  本 学 級 の 生 徒 は ３ ４ 名 で ， 大 変 元 気 が よ く ， け じ め が あ る 態 度 で 授 業 に 臨 め る 生 徒
達 で あ る 。C D を 使 っ て の 発 音 練 習 は 楽 し い 雰 囲 気 で 行 わ れ ，教 師 の 発 問 に 対 し て も 積
極 的 に 応 え る 生 徒 が 多 い 。 英 語 が 好 き で 意 欲 的 に 授 業 に 取 り 組 む 生 徒 が た く さ ん い る
半 面 ， 理 解 に 時 間 が か か り 家 庭 学 習 も 不 十 分 な た め に 苦 手 意 識 が 強 い 生 徒 も 少 な か ら
ず 在 籍 し て い る 。 そ の た め ， 授 業 で は ， 基 礎 ・ 基 本 の 力 を 身 に 付 け さ せ る た め に ノ ー
ト を 丁 寧 に と る こ と や 新 出 単 語 と 本 文 の 音 読 練 習 に 力 を 入 れ て 指 導 し て い る 。  

○  指 導 に あ た っ て は ， 初 め て の 海 外 旅 行 と い う こ と で 本 課 の 導 入 の 際 に は ， 生 徒 に 本
物 の パ ス ポ ー ト を 見 せ た り ， 空 港 で の 出 国 審 査 や 入 国 審 査 等 の 話 を し た り し て 生 徒 の
興 味 ・ 関 心 を 高 め た い 。 具 体 的 に は ， p i c t u r e  c a r d や 学 習 プ リ ン ト を 使 っ て ， 命 令 文 や
否 定 命 令 文 の 使 い 方 ， ま た あ る 限 ら れ た 範 囲 か ら 一 つ な い し そ れ 以 上 の 物 や 人 を 選 択
す る と き に 使 う w h i c h と ，場 所 を 特 定 す る と き に 使 う w h e r e の 使 い 方 を 指 導 し て い く 。 

今 年 度 は テ ィ ー ム テ ィ ー チ ン グ を 実 施 し て い る の で ， ２ 人 の 模 範 対 話 を 生 徒 に 聞 か
せ た り ， ワ ー ク シ ー ト の チ ェ ッ ク を 手 分 け し て 丁 寧 に 行 っ た り す る な ど ， 英 語 が 苦 手
な 生 徒 へ の 支 援 を こ ま め に し て い く 。 ま た ， 発 表 は 希 望 者 を 募 り 活 気 あ る 場 面 を た く
さ ん 設 け て い き ， 間 違 い を 恐 れ ず 積 極 的 に コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を と ろ う と す る 態 度 を
育 成 し て い く 。   

 
３  単 元 目 標  

観 点 評 価 規 準 

コミュニケーションへの 
関心・意欲・態度 

○いろいろな場面や状況において，命令文や否定命令文を用いて表現しよ
うとしている。 

○疑問詞 which を用いて，複数のものや人の中から一つないしそれ以上の
ものを選択する質問をしようとしている。 

○where を使い，ペアでの対話練習に積極的に取り組んでいる。 
表現の能力 ○命令文や否定命令文を用いて発話したり，書いたりできる。 

○疑問詞 which を用いて発話したり，書いたりできる。 
○where と場所を表す前置詞を正しく用いて，英文を書くことができる。 

理解の能力 ○命令文や否定命令文で表現された文を聞いて，その意味が分かる。 
○which を用いた疑問文とその応答文の作り方を理解している。 
○where を用いた疑問文の意味とその答え方を理解することができる。 

言語や文化についての 
知識・理解 

○同じ命令文であっても，話し方やイントネーションによって命令，提案，
依頼の表現に変化することを理解している。 

○which を使った問いかけに対しての名詞の重複表現を避けるための one の 
使い方を理解している。 

○where を使った問いかけに対し，場所を表す前置詞を使って場所を特定す
ることができる。 

４  単 元 の 指 導 ・ 評 価 計 画   単 元 の 配 当 時 間 ： ６ 時 間  
※ 「 指 導 上 の 留 意 点 」 に お け る ① ② ③ ： ３ つ の 授 業 改 善 の ポ イ ン ト に 係 る 手 だ て  

   ① 「 教 え る こ と 」 と 「 学 ば せ る こ と 」 を 区 別 し た 手 だ て  
   ② 学 習 過 程 の 要 所 で 「 考 え を 書 く こ と 」 を 大 切 に し た 手 だ て  
   ③ 学 習 し た こ と の 「 ま と め 」 と 「 ふ り 返 り 」 を 徹 底 し た 手 だ て  

● ： 家 庭 学 習 の 課 題 を 生 か し た 手 だ て  ○ ： 一 般 的 な 手 だ て  
※ 「 評 価 規 準 （ 評 価 方 法 ） 」 に お け る 観 点     

  関 ： コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン へ の 関 心 ･意 欲 ･態 度   表 ： 表 現 の 能 力  
  理 ： 理 解 の 能 力                           言 ： 言 語 や 文 化 に つ い て の 知 識 ・ 理 解  



 

次 時 学習活動・内容  指導上の留意点 評価規準（評価方法） 
１  ２  Pro.5 Section1(1) 

・基本文の学習  
 命令文・否定命令文の

導入及び練習  
・パスポートの提示と  

海外旅行の流れの確
認  

・依頼文 please，勧誘文
let’s の復習と確認  

①新出単語，基本文，本文を複数
回音読させることによって発
音やイントネーションを習得
させる。  

 

関  
 
 
 
表  

いろいろな場面や状況にお
いて，命令文や否定命令文を
用いて表現しようとする。 
（様相チェック） 
命令文や否定命令文を用い
て発話したり，書いたりでき
る。（様相チェック・プリン
ト分析）  

Pro.5 Section1(2) 
・新出単語の意味と本  

文の訳の確認  
・リスニング  
・学習プリントを用い  

ての基本文の確認及
び練習  

①基本文を利用しての基礎問題
を解かせ，表現を定着させる。 

②命令文・否定命令文・依頼文・
勧誘文の４つの中から，状況に
応じた適切な表現を考えさせ
る。  

③基本文を提示し，状況に応じて
変化させることで，学習内容を
ふり返らせる。  

●家庭学習として，αノートに新
出単語と基本文を覚えるまで
書いて練習するように指示す
る。  

理  
 
 
言  

命令文や否定命令文を聞い
て，その意味が分かる。（様
相チェック） 
同じ命令文であっても，話し
方 や イ ン ト ネ ー シ ョ ン に
よって命令，提案，依頼の表
現に変化することを理解し
ている。（プリント分析）  

２  ２  Pro.5 Section2(1) 
・基本文の学習  
 which の導入及び練習  
・picture card を使用し  

ての which の問答練習  

①新出単語，基本文，本文を複数
回音読させることによって発
音やイントネーションを習得
させる。  

○picture card を使って基本文の
パターンプラクティスを行わ
せる。  

関  
 
 
 
 
言  

疑問詞 which を用いて，複数
のものや人の中から一つな
いしそれ以上のものを選択
する質問をしようとする。
（様相チェック） 
which を使った問いかけに対
しての名詞の重複表現を避
けるための one の使い方を
理解している。 
（プリント分析）  

Pro.5 Section2(2) 
・新出単語の意味と本  

文の訳の確認  
・リスニング  
・学習プリントを用い  

ての基本文の確認及
び練習  

・which を使った問答練
習  

①基本文を利用しての基礎問題
を解かせ，表現を定着させる。 

②which を使って，状況に応じた
英文を書かせる。  

③picture card を使って which を
使った問答を確認させる。  

●家庭学習として，αノートに新
出単語と基本文を覚えるまで
書いて練習するように指示す
る。  

表  
 
 
理  

疑問詞 which を用いて発話
したり，書いたりできる。 
（様相チェック） 
which を用いた疑問文とその
応答文の作り方を理解して
いる。（プリント分析）  

３  
 
本
時  

２  Pro.5 Section3(1) 
・基本文の学習  
 where の導入及び練習  
・picture card を使用し  

た問答練習  
・県庁所在地・都道府  

県組み合わせクイズ
におけるペアでの対
話練習，発表  

①where と場所を表す前置詞 in
の用法を板書し，理解させる。 

①ペアで場所あてクイズを行い，
where を用いた疑問文とその応
答文を考えさせる。  

○where と in を使って県庁所在地
と都道府県の組み合わせクイ
ズに答えさせる。  

②学習プリントで場所を尋ねる
文とその応答文を考えさせ，書
かせる。  

③picture card を使用し，where の
用法と場所を表す前置詞の使
い方を確認し，ノートに書かせ
る。  

●where を使った問答文をαノー
トに何度も書いて復習するよ
う指示する。  

関  
 
 
表  

where を使い，ペアでの対話
練習に積極的に取り組んで
いる。（様相チェック） 
where と場所を表す前置詞
in を正しく用いて，英文を
書くことができる。（プリン
ト分析）  

 Pro.5 Section3(2) 
・新出単語の意味と本  

文の訳の確認  
・リスニング  
・学習プリントを用い  

ての基本文の確認及
び練習  

・場所を表す前置詞  
（ in， on， under， by）
の導入及び練習  

①基本文を利用しての基礎問題
を解かせ，表現を定着させる。 

②where を使って，状況に応じた
英文を書かせる。  

③picture card を使って where を
使った疑問文とその応答文を
確認させる。  

●家庭学習として，αノートに新
出単語と基本文を覚えるまで
書いて練習するように指示す
る。  

理  
 
 
言  

where を用いた疑問文の意味
とその答え方を理解するこ
とができる。（プリント分析） 
where を使った問いかけに対
し，場所を表す前置詞を使っ
て場所を特定することがで
きる。（様相チェック）  



 

５  本 時  平 成 ２ ２ 年 ９ 月   日 (  曜 日 )第  校 時  計 画 ６ 時 間 中 の ５   
第 １ 学 年 教 室 に て  

（ １ ） 本 時 の 主 眼  
○ w h e r e を 使 い ， ペ ア で の 対 話 練 習 に 積 極 的 に 取 り 組 ん で い る 。  

（ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン へ の 関 心 ・ 意 欲 ・ 態 度 ）  
○ w h e r e と 場 所 を 表 す 前 置 詞 i n を 正 し く 用 い て 英 文 を 書 く こ と が で き る 。  

（ 表 現 の 能 力 ）  
（ ２ ） 本 時 の 指 導 観  
  前 時 ま で に 生 徒 は ， 命 令 文 を 用 い て 相 手 に し て ほ し い こ と ， し て ほ し く な い こ と を 伝

え た り ， w h i c h を 用 い て ， あ る 限 ら れ た 範 囲 の 中 か ら 一 つ な い し そ れ 以 上 の も の や 人 を
選 択 し た り で き る こ と を 学 習 し て き た 。  

  本 時 は ， さ ら に 話 の 幅 を 広 げ る た め に ， 場 所 を 尋 ね る 際 に 用 い る w h e r e を 学 習 す る 。
導 入 時 に p i c t u r e  c a r d を 基 に 模 範 対 話 を 聞 か せ ， そ の 内 容 を 考 え さ せ る こ と で ， 場 所 を
尋 ね る 際 に は w h e r e を 使 う こ と を 気 づ か せ る 。 本 時 は w h e r e を 用 い て 場 所 を 尋 ね た り ，
場 所 を 表 す 前 置 詞 i n を 使 っ て そ れ に 答 え た り す る こ と が で き る こ と を ね ら い と す る 。展
開 で は ， 県 庁 所 在 地 の 場 所 当 て ク イ ズ を ペ ア で 行 わ せ る 。 実 際 に 自 分 が 必 要 な 情 報 を
w h e r e を 用 い て 尋 ね さ せ ，答 え さ せ る こ と で 表 現 の 定 着 を 図 り た い 。さ ら に ，ペ ア で 行 っ
た 対 話 を 参 考 に プ リ ン ト に 対 話 表 現 を 書 か せ る こ と で ， 話 す 活 動 か ら 書 く 活 動 へ と ス
ム ー ズ に 繋 ぎ ， 書 く こ と へ の 抵 抗 感 を 減 ら す こ と が で き る と 考 え る 。  

   本 時 の ま と め と し て ，p i c t u r e  c a r d を 用 い て w h e r e の 用 法 と 場 所 を 表 す 前 置 詞 の 使 い 方
を 再 度 確 認 さ せ る 。 ま た ， w h e r e を 用 い た 疑 問 文 を 使 う こ と で ， 会 話 の 幅 を 広 げ る こ と
が で き る こ と を 伝 え ， コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン す る こ と へ の 意 欲 ・ 関 心 を 高 め さ せ た い 。  

 
（ ３ ） 準 備  
   教 師 ･･･ピ ク チ ャ ー カ ー ド ， Ｃ Ｄ ラ ジ カ セ ， 日 本 地 図 ， 学 習 プ リ ン ト  
   生 徒 ･･･教 科 書 ， ノ ー ト ， フ ァ イ ル   
 
６  過 程  

学 習 活 動 ・ 内 容  指 導 上 の 留 意 点  評価規準(評価方法) 形態 配時 
１ 英 語 で あ い さ つ を 行

う 。  
 
 
２ 教 師 の 対 話 を 聞 き と

り ， 本 時 の め あ て を
確 認 す る 。  

 
 
 
 
 
３ 基 本 文 を 確 認 し ， 板

書 を ノ ー ト に と る 。  
 
４ 基 本 文 の 口 頭 練 習 を

行 う 。  
 
５ 前 置 詞 の 使 い 方 を 確

認 す る 。  
 
６ 県 庁 所 在 地 を 尋 ね た

り ， そ れ に 答 え た り
す る 。  

 
 
 
 
 
 
 
７ 学 習 プ リ ン ト に

w h e r e を 用 い た 疑 問
文 と ， そ の 応 答 を 書
く 。  

 
 
 
８ 本 時 の 学 習 内 容 を ふ

り か え る 。  

○英語であいさつを行い，その後に忘
れ物の確認をする。 

 
 
○whereを用いた対話の内容を考えさ

せ，本時のめあてをつかませる。 
 
 
 
 
 
 
①where と場所を表す前置詞 in の用

法を板書し，理解させる。 
 
○教科書を音読させ，基本文の定着を

図る。 
 
○picture card を用いて対話を行い，

前置詞の意味を確認させる。 
 
①ペアで場所あてクイズを行い，

where を用いた疑問文とその応答文
を考えさせる。 

 
○where と in を使って県庁所在地と

都道府県の組み合わせクイズに答
えさせる。  

○発表の場をもち，表現の定着を図
る。 

 
②学習プリントの県庁所在地の中か

ら４つ選択させ，それぞれの所在地
を尋ねる文とその応答を考えさせ，
英文を書かせる。 

○机間指導の中で，全員の英文を確認
し，必要があれば助言，支援する。 

 
③picture card を使用し，再度 where

の用法と場所を表す前置詞の使い
方を確認し，ノートに書かせる。 

●whereを使った問答文をαノートに
何度も書いて復習するよう指示す
る。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
関： w h e r e を 使 い

ペ ア で の 対
話 練 習 に 積
極 的 に 取 り
組 ん で い る 。 

（ 様 相 チ ェ ッ ク ） 
 
 
 
 
表： w h e r e と 場 所

を 表 す 前 置
詞 i n を 正 し
く 用 い て ，英
文 を 書 く こ
と が で き る 。 

（ プ リ ン ト 分 析 ） 

全体 
 
 
 

全体 
 
 
 
 
 
 
 

個 
 
 

全体 
 
 

全体 
 
 

全体 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

個 
 
 
 
 
 
 

全体  

２ 
 
 
 

３ 
 
 
 
 
 
 
 

５ 
 
 

７ 
 
 

３ 
 
 

２０ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

７ 
 
 
 
 
 
 

３  

め あ て ： 場 所 を 尋 ね た り ， そ れ に 答 え た り で き る よ う に な ろ う 。  



 

 


